
〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日
　
令
和
八
年
一
月
一
日
　
　
発
行
所
　
越
中
一
宮
　髙
瀬
神
社
社
務
所

印
刷
所
　
牧
印
刷
株
式
会
社

えん結び

結婚式

七五三詣

年 祝 安産祈願

合格祈願 初節句

厄 祓 初宮詣

人  生  儀  礼

感
謝
と
祈
り

私
た
ち
の
結
婚
は
︑
感
謝
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
︒

今
日
の
決
意
を
忘
れ
ず
︑
ふ
た
り
で
歩
ん
で
い
き
ま
す
︒

ど
う
か
神
様
︑
こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
︒

ず
っ
と
祈
り
︑
祈
ら
れ
て
き
た
︒

無
事
に
生
ま
れ
ま
す
よ
う
に
︒

健
康
に
育
ち
ま
す
よ
う
に
︒

人
生
を
切
り
開
け
ま
す
よ
う
に
︒

良
い
ご
縁
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
︒

大
切
に
育
て
て
く
れ
た
家
族
︑

苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
友
︑

人
生
を
彩
る
た
く
さ
ん
の
ご
縁
︑

当
た
り
前
に
過
ご
し
た
日
常
は

か
け
が
え
の
な
い
日
々
で
し
た
︒

招福萬来…たくさんの福が次々と訪れること
しょうふくばんらい

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／

　
　
　
　
　一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
三
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）
　

　 　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／

　
　
　
　
　一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
三
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）
　

　 一
月
・
二
月
の
祭
事

午
年
は
躍
進
と
繁
栄
の
年 ―

。

　古
来
、
馬
は
人
の
暮
ら
し
を
力
強
く
守
り
、

　支
え
て
き
ま
し
た
。

　福
の
神 

大
国
さ
ま
を
お
参
り
し
て
、
家
内
安
全
、

　事
業
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

午
年
は
躍
進
と
繁
栄
の
年 ―

。

　古
来
、
馬
は
人
の
暮
ら
し
を
力
強
く
守
り
、

　支
え
て
き
ま
し
た
。

　福
の
神 

大
国
さ
ま
を
お
参
り
し
て
、
家
内
安
全
、

　事
業
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
八
年
、
招
福
萬
来
。
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令
和
八
年
の
お
正
月
を
迎
え
、
皇

室
の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
、
氏
子
崇

敬
者
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
昭
和
百
年
、
大
東
亜
戦
争

終
結
八
十
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ

り
、
一
年
を
通
し
て
記
念
行
事
な
ど

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
令
和
十
五
年
に

斎
行
さ
れ
る
第
六
十
三
回
神
宮
式
年

遷
宮
の
諸
祭
儀
も
始
ま
っ
た
年
で
し

た
。
今
年
は
木
曽
の
御
杣
山
か
ら
伐

り
出
さ
れ
た
御
神
木
を
神
宮
境
内
に

曳
き
入
れ
る
「
御
木
曳
行
事
」
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
木
遣
の
声
も
勇
ま

し
く
、
奉
曵
に
参
加
す
る
大
勢
の
掛

け
声
で
、
伊
勢
の
街
は
賑
や
か
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
今
年
の
干
支
は
「
午
」
で
す
が
、

伊
勢
の
神
宮
に
は
皇
室
か
ら
献
上
さ

れ
た
御
神
馬
が
い
ま
す
。
御
神
前
に

お
参
り
す
る
日
が
あ
る
そ
う
で
、
運

が
良
け
れ
ば
お
目
に
か
か
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
の
午
年
を
正
式

に
十
干
十
二
支
で
い
う
と
「
丙
午
」

と
な
り
ま
す
。
甲
乙
丙
丁
…
と
始
ま

る
十
干
と
、
子
牛
寅
卯
…
と
始
ま
る

十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
六
十
通
り
の

う
ち
の
四
十
三
番
目
に
な
り
ま
す
。

　
「
丙
」
は
陽
の
火
を
表
し
、
太
陽

の
よ
う
な
明
る
さ
や
情
熱
を
意
味
し

て
お
り
、
万
物
全
て
に
平
等
に
光
や

熱
を
与
え
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。

　
「
午
」
は
十
二
支
の
う
ち
の
七
番

目
で
、
方
角
で
い
え
ば
南
、
時
刻
で

い
え
ば
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
一
時

ま
で
の
間
を
指
し
、「
丙
」
と
同
じ

く
、
陽
の
火
の
意
が
あ
り
ま
す
。
午

（
馬
）
の
運
動
能
力
の
高
さ
か
ら
、

行
動
力
や
ス
ピ
ー
ド
な
ど
、
漲
る
パ

ワ
ー
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
強

力
な
字
が
組
み
合
わ
さ
る
「
丙
午
」

の
年
は
、
情
熱
と
行
動
力
か
ら
成
長

著
し
い
活
気
の
あ
る
年
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
陽
の
火
を
表
す
と
い
う
こ

と
か
ら
、
火
事
が
多
く
発
生
す
る
年

に
な
る
と
も
い
わ
れ
、
昔
か
ら
用
心

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
前
回
の
丙
午
と
な
っ
た
年
（
昭
和

四
十
四
年
）
の
出
来
事
を
見
て
み
る

と
、
海
外
旅
行
の
自
由
化
や
日
本
テ

レ
ビ
の
長
寿
番
組
「
笑
点
」
の
放
送

開
始
。
ま
た
、
祝
日
法
改
正
で
建
国

記
念
の
日
、
敬
老
の
日
、
体
育
の
日

な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
あ
の
「
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
」
が

来
日
し
、
日
本
武
道
館
で
公
演
し
ま

し
た
。
日
本
中
の
若
者
が
狂
喜
乱
舞

し
ま
し
た
。
こ
の
年
の
出
来
事
は
、

国
民
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
蓄
積
さ
れ
た

熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
吐
露
に
よ
っ
て

起
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ビ
ー
ト

ル
ズ
に
至
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
日

本
の
音
楽
シ
ー
ン
を
変
え
た
だ
け
で

は
な
く
、
戦
後
の
日
本
社
会
に
新
し

い
文
化
的
自
信
を
与
え
、
こ
れ
ま
で

の
価
値
観
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
丙
午
の
年
は
、
社
会
の
大
き
な
変

化
が
期
待
で
き
る
年
か
も
し
れ
ま
せ

ん
（
悪
い
変
化
は
遠
慮
）。
こ
の
年
を

良
き
年
に
す
る
た
め
に
も
、
抱
え
る

仕
事
や
使
命
に
情
熱
を
も
っ
て
取
り

組
み
、
目
標
を
定
め
、
そ
の
達
成
に

向
け
て
一
層
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
髙
瀬
の
大
神
様
（
大

国
様
）
か
ら
広
大
無
辺
な
る
御
加
護

を
い
た
だ
き
、
陽
気
と
活
気
が
溢
れ

る
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

﹁
丙
午
の
年
頭
に
あ
た
り
﹂

宮

　司  

藤
井
秀
嗣

令
和
八（
丙
午
）年

皇
紀
二
六
八
六
年

謹
賀
新
年

宮

　司

　藤
井
秀
嗣

禰

　宜

　岩
田
智
典

権
禰
宜

　山
森
信
人

　
　
　
　松
本
正
靖

巫

　女

　源

　結
羽

　
　
　
　大
島
未
鈴

　
　
　
　赤
松
美
佐

参
集
殿

支
配
人

　中
井
直
美

ウエ
ディン
グ

プ
ラ
ン
ナ
ー

　辻

　百
華

嘱

　託

　上
口
友
子

ひ
の
え
う
ま

新
嘗
祭
斎
行

― 

あ
わ
せ
て
篤
農
家
表
彰
並
び
に
感
謝
状
授
与
式 

―

　
年
間
最
終
の
大
祭
と
な
る
こ
の
「
新

嘗
祭
」
は
、
古
く
は
農
作
物
の
豊
か
な

稔
り
に
感
謝
す
る
祭
事
で
し
た
が
、
時

代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、
日
本
の
す

べ
て
の
産
業
の
発
展
と
、
国
民
の
穏
や

か
な
暮
ら
し
を
大
神
様
に
感
謝
す
る
も

の
へ
と
、
少
し
ず
つ
姿
を
変
え
な
が

ら
、
現
代
ま
で
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。

　
大
前
に
は
、
地
域
の
皆
様
か
ら
ご
奉

納
い
た
だ
い
た
米
や
旬
の
野
菜
な
ど
、

多
く
の
農
作
物
が
う
ず
高
く
供
え
ら
れ
、

　
古
く
よ
り
農
作
業
や
人
々
の
暮
ら
し
の
指
針
と
さ
れ
て
き
た
二
十
四
節

気
の
ひ
と
つ
「
小
雪
」
の
翌
日
十
一
月
二
十
三
日
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を

大
神
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
氏
子
崇
敬
者
の
益
々
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
、

令
和
七
年
最
終
の
大
祭
「
新
嘗
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

第63回 剣道大会 開催

巫
女
に
よ
る「
浦
安

の
舞
」が
厳
か
に
奉

奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
七
年
の
参

向
使
は
、「
な
ん
と

農
業
協
同
組
合
」

よ
り
上
田
憲
仁
代

表
理
事
組
合
長
、

「
献
穀
の
儀
」
は

本
年
度
献
穀
田
奉

耕
者
フ
ァ
ー
ム
八

乙
女
代
表
　

澤
田
秀
継
氏
、
井
波
地
区

農
業
者
会
会
長
　

波
能
治
男
氏
、
同
副

会
長
　

岩
崎
宏
志
氏
に
ご
奉
仕
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
祭
典
に
引
き
続
き
、
篤
農
家
表
彰
式

を
行
い
、
前
出
の
澤

田
氏
に
感
謝
状
、
ま

た
、
柴
田
博
基
氏

（
砺
波
市
）、
中
山

司
氏
（
小
矢
部
市
）

が
そ
れ
ぞ
れ
農
事

功
労
者
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

【
団
体
の
部
】

▽
小
学
生
男
・
女

　
①
井
波
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
②
福
野
剣
友
会

▽
中
学
生
男
子

　
①
庄
西
中
学
校

　
②
井
波
中
学
校

▽
中
学
生
女
子

　
①
庄
川
中
学
校

　
②
般
若
剣
道
ク
ラ
ブ

【
個
人
の
部
】

▽
小
学
生
男
子

　
①
髙
田
　
　
武
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
②
安
田
　
清
秀
（
福
野
剣
友
会
）

　
③
岡
野
　
健
吾
（
砺
波
武
道
館
）

　
　
枽
村
　
隆
都
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
九
月
十
五
日
、
今
回
で
六
十
三
回
目
を

数
え
る
「
奉
納
剣
道
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
毎
年
、
髙
瀬
神
社
の
境
内
に
て
賑

や
か
に
行
わ
れ
る
本
大
会
で
す
が
、
本
年

は
天
候
不
良
の
為
、
井
波
社
会
体
育
館
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
、熱
の
入
っ

た
声
援
と
竹
刀
の
音
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

と
く   

の
う    

か
に
い
な
め
さ
い

け
ん
こ
く

し
ょ
う
せ
つ

▽
小
学
生
女
子

　
①
藤
井
　
花
南
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
②
髙
畠
　
和
花
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
③
柿
原
　
莉
子
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
　
藤
永
　
紗
來
（
庄
川
ス
ポ
少
）

▽
中
学
生
男
子

　
①
淺
田
　
快
生
（
井
波
）

　
②
小
西
　
夢
翔
（
井
波
）

　
③
ベッ
ク・ジ
ョ
シュ
ア
（
庄
西
）

　
　
安
田
　
雄
彦
（
福
野
）

▽
中
学
生
女
子

　
①
齋
藤
　
舞
子
（
福
野
）

　
②
宮
島
　
愛
心
（
福
野
）

　
③
藤
田
　
弥
沙
（
庄
川
）

　
　
石
森
い
ろ
は
（
庄
川
）

▽
高
校
生
男
子

　
①
藤
森
　
一
颯
（
砺
波
）

　
②
西
田
　
和
樹
（
砺
波
）

　
③
清
本
　
成
容
（
砺
波
）

　
　
上
田
　
颯
磨
（
南
砺
福
野
）

▽
高
校
生
女
子

　
①
嶋
田
　
　
畔
（
南
砺
福
野
）

　
②
中
田
　
結
菜
（
南
砺
福
野
）

　
③
池
田
　
華
音
（
南
砺
福
野
）

　
　
足
原
　
希
伊
（
南
砺
福
野
）

産
業
の
発
展
と
穏
や
か
な
暮
ら
し
に
感
謝

浦
安
の
舞

献
穀
の
儀

み
そ
ま
や
ま

え

　

 

と

　
　

       

う
ま

じ
っ
か
ん
じ
ゅ
う
に 

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
の
え
う
ま

こ
う
お
つ
へ
い
て
い

ね  

う
し
と
ら 

う

ひ
の
え

う
ま
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令
和
八
年
の
お
正
月
を
迎
え
、
皇

室
の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
、
氏
子
崇

敬
者
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
昭
和
百
年
、
大
東
亜
戦
争

終
結
八
十
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ

り
、
一
年
を
通
し
て
記
念
行
事
な
ど

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
令
和
十
五
年
に

斎
行
さ
れ
る
第
六
十
三
回
神
宮
式
年

遷
宮
の
諸
祭
儀
も
始
ま
っ
た
年
で
し

た
。
今
年
は
木
曽
の
御
杣
山
か
ら
伐

り
出
さ
れ
た
御
神
木
を
神
宮
境
内
に

曳
き
入
れ
る
「
御
木
曳
行
事
」
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
木
遣
の
声
も
勇
ま

し
く
、
奉
曵
に
参
加
す
る
大
勢
の
掛

け
声
で
、
伊
勢
の
街
は
賑
や
か
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
今
年
の
干
支
は
「
午
」
で
す
が
、

伊
勢
の
神
宮
に
は
皇
室
か
ら
献
上
さ

れ
た
御
神
馬
が
い
ま
す
。
御
神
前
に

お
参
り
す
る
日
が
あ
る
そ
う
で
、
運

が
良
け
れ
ば
お
目
に
か
か
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
の
午
年
を
正
式

に
十
干
十
二
支
で
い
う
と
「
丙
午
」

と
な
り
ま
す
。
甲
乙
丙
丁
…
と
始
ま

る
十
干
と
、
子
牛
寅
卯
…
と
始
ま
る

十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
六
十
通
り
の

う
ち
の
四
十
三
番
目
に
な
り
ま
す
。

　
「
丙
」
は
陽
の
火
を
表
し
、
太
陽

の
よ
う
な
明
る
さ
や
情
熱
を
意
味
し

て
お
り
、
万
物
全
て
に
平
等
に
光
や

熱
を
与
え
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。

　
「
午
」
は
十
二
支
の
う
ち
の
七
番

目
で
、
方
角
で
い
え
ば
南
、
時
刻
で

い
え
ば
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
一
時

ま
で
の
間
を
指
し
、「
丙
」
と
同
じ

く
、
陽
の
火
の
意
が
あ
り
ま
す
。
午

（
馬
）
の
運
動
能
力
の
高
さ
か
ら
、

行
動
力
や
ス
ピ
ー
ド
な
ど
、
漲
る
パ

ワ
ー
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
強

力
な
字
が
組
み
合
わ
さ
る
「
丙
午
」

の
年
は
、
情
熱
と
行
動
力
か
ら
成
長

著
し
い
活
気
の
あ
る
年
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
陽
の
火
を
表
す
と
い
う
こ

と
か
ら
、
火
事
が
多
く
発
生
す
る
年

に
な
る
と
も
い
わ
れ
、
昔
か
ら
用
心

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
前
回
の
丙
午
と
な
っ
た
年
（
昭
和

四
十
四
年
）
の
出
来
事
を
見
て
み
る

と
、
海
外
旅
行
の
自
由
化
や
日
本
テ

レ
ビ
の
長
寿
番
組
「
笑
点
」
の
放
送

開
始
。
ま
た
、
祝
日
法
改
正
で
建
国

記
念
の
日
、
敬
老
の
日
、
体
育
の
日

な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
あ
の
「
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
」
が

来
日
し
、
日
本
武
道
館
で
公
演
し
ま

し
た
。
日
本
中
の
若
者
が
狂
喜
乱
舞

し
ま
し
た
。
こ
の
年
の
出
来
事
は
、

国
民
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
蓄
積
さ
れ
た

熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
吐
露
に
よ
っ
て

起
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ビ
ー
ト

ル
ズ
に
至
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
日

本
の
音
楽
シ
ー
ン
を
変
え
た
だ
け
で

は
な
く
、
戦
後
の
日
本
社
会
に
新
し

い
文
化
的
自
信
を
与
え
、
こ
れ
ま
で

の
価
値
観
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
丙
午
の
年
は
、
社
会
の
大
き
な
変

化
が
期
待
で
き
る
年
か
も
し
れ
ま
せ

ん
（
悪
い
変
化
は
遠
慮
）。
こ
の
年
を

良
き
年
に
す
る
た
め
に
も
、
抱
え
る

仕
事
や
使
命
に
情
熱
を
も
っ
て
取
り

組
み
、
目
標
を
定
め
、
そ
の
達
成
に

向
け
て
一
層
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
髙
瀬
の
大
神
様
（
大

国
様
）
か
ら
広
大
無
辺
な
る
御
加
護

を
い
た
だ
き
、
陽
気
と
活
気
が
溢
れ

る
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

﹁
丙
午
の
年
頭
に
あ
た
り
﹂

宮

　司  

藤
井
秀
嗣

令
和
八（
丙
午
）年

皇
紀
二
六
八
六
年

謹
賀
新
年

宮

　司

　藤
井
秀
嗣

禰

　宜

　岩
田
智
典

権
禰
宜

　山
森
信
人

　
　
　
　松
本
正
靖

巫

　女

　源

　結
羽

　
　
　
　大
島
未
鈴

　
　
　
　赤
松
美
佐

参
集
殿

支
配
人

　中
井
直
美

ウエ
ディン
グ

プ
ラ
ン
ナ
ー

　辻

　百
華

嘱

　託

　上
口
友
子

ひ
の
え
う
ま

新
嘗
祭
斎
行

― 
あ
わ
せ
て
篤
農
家
表
彰
並
び
に
感
謝
状
授
与
式 

―

　
年
間
最
終
の
大
祭
と
な
る
こ
の
「
新

嘗
祭
」
は
、
古
く
は
農
作
物
の
豊
か
な

稔
り
に
感
謝
す
る
祭
事
で
し
た
が
、
時

代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、
日
本
の
す

べ
て
の
産
業
の
発
展
と
、
国
民
の
穏
や

か
な
暮
ら
し
を
大
神
様
に
感
謝
す
る
も

の
へ
と
、
少
し
ず
つ
姿
を
変
え
な
が

ら
、
現
代
ま
で
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。

　
大
前
に
は
、
地
域
の
皆
様
か
ら
ご
奉

納
い
た
だ
い
た
米
や
旬
の
野
菜
な
ど
、

多
く
の
農
作
物
が
う
ず
高
く
供
え
ら
れ
、

　
古
く
よ
り
農
作
業
や
人
々
の
暮
ら
し
の
指
針
と
さ
れ
て
き
た
二
十
四
節

気
の
ひ
と
つ
「
小
雪
」
の
翌
日
十
一
月
二
十
三
日
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を

大
神
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
氏
子
崇
敬
者
の
益
々
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
、

令
和
七
年
最
終
の
大
祭
「
新
嘗
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

第63回 剣道大会 開催

巫
女
に
よ
る「
浦
安

の
舞
」が
厳
か
に
奉

奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
七
年
の
参

向
使
は
、「
な
ん
と

農
業
協
同
組
合
」

よ
り
上
田
憲
仁
代

表
理
事
組
合
長
、

「
献
穀
の
儀
」
は

本
年
度
献
穀
田
奉

耕
者
フ
ァ
ー
ム
八

乙
女
代
表
　

澤
田
秀
継
氏
、
井
波
地
区

農
業
者
会
会
長
　

波
能
治
男
氏
、
同
副

会
長
　

岩
崎
宏
志
氏
に
ご
奉
仕
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
祭
典
に
引
き
続
き
、
篤
農
家
表
彰
式

を
行
い
、
前
出
の
澤

田
氏
に
感
謝
状
、
ま

た
、
柴
田
博
基
氏

（
砺
波
市
）、
中
山

司
氏
（
小
矢
部
市
）

が
そ
れ
ぞ
れ
農
事

功
労
者
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

【
団
体
の
部
】

▽
小
学
生
男
・
女

　
①
井
波
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
②
福
野
剣
友
会

▽
中
学
生
男
子

　
①
庄
西
中
学
校

　
②
井
波
中
学
校

▽
中
学
生
女
子

　
①
庄
川
中
学
校

　
②
般
若
剣
道
ク
ラ
ブ

【
個
人
の
部
】

▽
小
学
生
男
子

　
①
髙
田
　
　
武
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
②
安
田
　
清
秀
（
福
野
剣
友
会
）

　
③
岡
野
　
健
吾
（
砺
波
武
道
館
）

　
　
枽
村
　
隆
都
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
九
月
十
五
日
、
今
回
で
六
十
三
回
目
を

数
え
る
「
奉
納
剣
道
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
毎
年
、
髙
瀬
神
社
の
境
内
に
て
賑

や
か
に
行
わ
れ
る
本
大
会
で
す
が
、
本
年

は
天
候
不
良
の
為
、
井
波
社
会
体
育
館
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
、熱
の
入
っ

た
声
援
と
竹
刀
の
音
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

と
く   

の
う    

か
に
い
な
め
さ
い

け
ん
こ
く

し
ょ
う
せ
つ

▽
小
学
生
女
子

　
①
藤
井
　
花
南
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
②
髙
畠
　
和
花
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
③
柿
原
　
莉
子
（
井
波
ス
ポ
少
）

　
　
藤
永
　
紗
來
（
庄
川
ス
ポ
少
）

▽
中
学
生
男
子

　
①
淺
田
　
快
生
（
井
波
）

　
②
小
西
　
夢
翔
（
井
波
）

　
③
ベッ
ク・ジ
ョ
シュ
ア
（
庄
西
）

　
　
安
田
　
雄
彦
（
福
野
）

▽
中
学
生
女
子

　
①
齋
藤
　
舞
子
（
福
野
）

　
②
宮
島
　
愛
心
（
福
野
）

　
③
藤
田
　
弥
沙
（
庄
川
）

　
　
石
森
い
ろ
は
（
庄
川
）

▽
高
校
生
男
子

　
①
藤
森
　
一
颯
（
砺
波
）

　
②
西
田
　
和
樹
（
砺
波
）

　
③
清
本
　
成
容
（
砺
波
）

　
　
上
田
　
颯
磨
（
南
砺
福
野
）

▽
高
校
生
女
子

　
①
嶋
田
　
　
畔
（
南
砺
福
野
）

　
②
中
田
　
結
菜
（
南
砺
福
野
）

　
③
池
田
　
華
音
（
南
砺
福
野
）

　
　
足
原
　
希
伊
（
南
砺
福
野
）

産
業
の
発
展
と
穏
や
か
な
暮
ら
し
に
感
謝

浦
安
の
舞

献
穀
の
儀

み
そ
ま
や
ま

え

　

 

と

　
　

       

う
ま

じ
っ
か
ん
じ
ゅ
う
に 

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
の
え
う
ま

こ
う
お
つ
へ
い
て
い

ね  

う
し
と
ら 

う

ひ
の
え

う
ま



　こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
よ
り

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
、
髙
瀬
神
社
に
ま
つ
わ
る

と
っ
て
お
き
の
思
い
出
ば
な
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

髙
瀬
神
社
と
青
年
団
の
初
詣

高
瀬
鳳
鳴
ク
ラ
ブ  

松
平
　
信
隆

　
今
か
ら
四
十
八
年
前
の
昭
和
五
十
二
年
、

そ
の
当
時
は
地
元
に
戻
っ
た
ら
当
然
青
年
団

に
入
団
す
る
も
の
だ
と
い
う
時
代
で
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
行
事
・
事
業
が
あ
る
中
で
、

高
瀬
青
年
団
に
は
他
の
地
域
の
青
年
団
に
は

な
い
あ
る
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
髙
瀬
神
社
初
詣
で
の
縁
起
物
授
与
」
と
い

う
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
の
一
大
事
業

―
。
年
の
瀬
が
近
づ
く
と
、
幾
晩
か
神
社
の

社
務
所
に
集
ま
り
、
に
こ
や
か
に
微
笑
む
お

多
福
の
お
面
が
つ
い
た
縁
起
物
の
熊
手
に
、

「
髙
瀬
神
社
」
の
焼
き
印
を
押
す
な
ど
し
て

新
年
に
備
え
ま
し
た
。
途
中
、
仕
事
に
飽
き

始
め
た
団
員
が
、
夜
食
や
お
や
つ
に
用
意
さ

れ
た
ミ
カ
ン
に
焼
き
印
を
押
し
て
「
こ
れ
食

べ
た
ら
ご
利
益
で
風

邪
ひ
か
ん
」
な
ど
と

ふ
ざ
け
合
い
な
が
ら

美
味
し
く
ほ
お
ば

り
、
仲
間
同
士
和
気

あ
い
あ
い
と
夜
が
更

け
て
い
っ
た
も
の
で

し
た
。

　
大
晦
日
当
日
は
午

後
十
時
頃
、
神
社
に

集
合
。
男
性
は
和

服
ま
た
は
背
広
に

ネ
ク
タ
イ
、
女
性

は
髪
を
結
っ
て
着

物
姿
で
社
務
所

玄
関
前
の
仮
設
テ

ン
ト
の
授
与
所
に

詰
め
、
元
日
の
夕

方
ま
で
交
代
で
休

憩
を
と
り
な
が
ら

奉
仕
し
ま
し
た
。
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
家

に
帰
る
と
「
新
春
か
く
し
芸
大
会
」
な
ど

楽
し
み
に
し
て
い
た
テ
レ
ビ
番
組
の
最
中

に
も
ウ
ト
ウ
ト
、
そ
の
ま
ま
寝
入
っ
て
し

ま
う
始
末
で
し
た
。
数
年
後
に
は
授
与
品

に
ダ
ル
マ
も
追
加
さ
れ
て
授
与
奉
仕
も

益
々
忙
し
く
な
り
、
当
時
ヒ
ッ
ト
し
て
い

た
山
口
百
恵
さ
ん
の
曲
の
替
え
歌
な
ど
を

皆
で
歌
い
な
が
ら
、
必
死
に
眠
気
と
戦
っ

た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
神
社
か
ら
は
ご
奉

仕
料
と
し
て
団
へ
の
助
成
を
い
た
だ
き
、

こ
の
潤
沢
な
運
営
資
金
を
、
他
の
地
域
の

青
年
団
か
ら
再
三
再
四
羨
ま
し
が
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。

　
翌
二
日
に
は
朝
か
ら
片
付
け
。
そ
の
後

は
正
月
気
分
を
味
わ
い
に
町
に
出
た
り
、

当
時
大
流
行
し
て
い
た
喫
茶
店
の
テ
ー
ブ

ル
の
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る
、

ご
く
普
通
の
若
者
に
戻
っ
て
穏
や
か
な
新

春
を
過
ご
す
の
で
し
た
。

青
年
団
の
授
与
所
テ
ン
ト

　
　
　
　
　（昭
和
五
十
七
年
）
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《
令
和
八
年
》

祭
事
暦

◎
毎
月
一
日
・
十
三
日

　月
次
祭

◎
毎
月
十
三
日

　交
通
安
全
祈
願
祭

 

一 

月 

一
日

 

一 

月 

三
日

 

一 

月 

七
日

 

一 

月 

二
十
五
日
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月 

三
日

 

二 

月 

十
一
日
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月 

十
七
日

 

二 

月 

二
十
三
日

 

三 

月 

八
日

 

三 

月 

二
十
日

 

四 

月 

三
日

 

四 

月 

十
日

 

四 

月 

二
十
九
日 

 

六 

月 

十
日

 

六 

月 

十
九
日

 

六 

月 

三
十
日

　
　
　仝

 

七 

月 

七
日

 

七 

月 

二
十
二
日

 

七 

月
中 

斎
行
予
定

 

八 

月 

十
六
日

 

九 

月 

十
三
日

 

九 

月 

二
十
三
日

 

十 

月 

四
日

 

十 

月 

十
七
日

十
一
月 

三
日

十
一
月 

十
三
日

十
一
月 

十
五
日

十
一
月 

二
十
三
日

十
二
月 

三
十
一
日

　
　
　仝

歳

旦

祭

元

始

祭

昭
和
天
皇
祭
遙
拝

天

神

祭

節

分

祭

紀
元

節
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祈

年

祭

天
長

節

祭

鎮

火

祭

春
季
皇
霊
祭
遙
拝

神
武
天
皇
祭
遙
拝

春

季

祭

昭

和

祭

祈

年

穀

祭

風

宮

例

祭

稲
荷
社
例
祭

夏

越

大

祓

七

夕

祭

除

熱

祭

人
形
感
謝
祭

中

禮

祭

例

祭

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝

村

ま
つ
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現
在
で
は
「
文
化
の
日
」
と
し
て
広

く
国
民
に
親
し
ま
れ
る
十
一
月
三
日
、

「
明
治
節
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
昭
和
二
年
に
制
定
さ
れ
た
「
明
治

節
」
は
、
同
二
十
三
年
ま
で
わ
が
国
の

近
代
国
家
建
設
の
為
に
お
力
を
尽
く
さ

れ
、
豊
か
で
平
穏
な
今
日
の
礎
を
築
か

れ
た
、
明
治

天
皇
の
ご
功

績
を
讃
え
る

祝
日
で
し
た
。

　
祭
典
で
は

明
治
天
皇
の

ご
遺
徳
に
思

い
を
馳
せ
、

皇
室
の
益
々

の
弥
栄
と
国

の
隆
昌
を
祈

念
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
東 
日
出
ず
る
と
こ
ろ

聖
の
君
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あ
ら
は
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ま
し
て
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き
あ
め
つ
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と
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霧
を

大
御
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く
ま
な
く
は
ら
い

教
え
あ
ま
ね
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道
明
ら
け
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治
め
た
ま
へ
る 

御
代
た
ふ
と

　
　
　
　﹁
明
治
節
唱
歌
﹂
よ
り

七五三祝祭
お子様の健やかな成長を祈って

　穏やかな秋の陽射しに包まれた10月15
日、お子様の無事の成長を大神様に感謝
し、今後ますますの健康と幸せを祈念す
る「七五三祝祭」を斎行しました。
　３歳の「髪置き」、５歳の「袴着」７歳
の「帯解き」の儀式を起源とする、古来
わが国に受け継がれる七五三詣。色とり
どりの風船を手に境内を元気にかけ回る
子供たちの姿に、大神様も目を細められ
たことでしょう。

かみ お

いわいまつり

おび と

はかま ぎ

め
い 

じ
せ
つ
さ
い

ひ    

い

ひ
じ
り

お
お 

み 

ひ
か
り

み
　
よ

注連縄奉納奉告祭
しめなわ

ー 注連縄に願いをこめて ー

株
式
会
社
縄
合
屋

有
限
会
社
石
森
石
材

株
式
会
社
富
山
環
境
整
備

キ
ョ
ー
リ
ン
製
薬
グ
ル
ー
プ
工
場
株
式
会
社
井
波
工
場

タ
チ
フ
レ
ッ
ク
ス

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
交
通
株
式
会
社

と
な
み
観
光
交
通
株
式
会
社

ナ
ナ
ン
テ
ア
・
フ
ル
ー
ル

西
部
英
子

大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
株
式
会
社

ア
ル
カ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

岩
倉
清
司

オ
ー
バ
ル

有
限
会
社
か
に
や
　
ア
ン
ヘ
ル
ハ
ー
ト

株
式
会
社
川
金

北
日
本
放
送
株
式
会
社
高
岡
支
社

株
式
会
社
九
谷
屋

株
式
会
社
越
路
ガ
ー
デ
ン

有
限
会
社
さ
つ
き
堂

株
式
会
社
三
楽
園

株
式
会
社
ジ
オ
ミ
ッ
ク
ス

有
限
会
社
庄
川
建
鋼
　

庄
川
自
動
車
株
式
会
社

庄
川
泉
源
株
式
会
社

セ
ン
ダ
ン
電
子
株
式
会
社

菓
子
蔵
処
田
村
萬
盛
堂

東
洋
通
信
工
業
株
式
会
社

富
山
総
合
ビ
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

中
田
　
武

中
村
屋

南
部
ス
タ
ジ
オ

有
限
会
社
ニ
ュ
ー
ズ

野
原
工
業
株
式
会
社

日
の
出
屋
製
菓
産
業
株
式
会
社

平
　
啓
吾

株
式
会
社
み
つ
和

宮
窪
電
気
商
会

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
富
山
支
店

森
田
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
レ
ッ
ク 

ラ
ヴ
ィ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
金
沢
店

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

鎮
守
の
杜

　の
す
た
る
じ
ぃ

連 

載

第10回

注
連
縄
奉
納
講
奉
賛
者
芳
名

　
十
一
月
十
三
日
、
当
神
社
の
本
殿
に
、

主
祭
神
大
国
主
大
神
と
共
に
お
祀
り
申
し

上
げ
る
、
天
照
皇
大
神
の
ご
神
徳
を
讃

え
、
末
永
い
国
の
隆
昌
と
平
穏
を
祈
念
す

る
「
神
明
宮
例
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
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。
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縄
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。
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し
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。
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拝
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前
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掲
げ
ら
れ
ま
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。
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拝殿に掛けられた直径10センチの一文字注連縄
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―
。
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起
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瀬
神
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邪
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り
、
仲
間
同
士
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あ
い
あ
い
と
夜
が
更

け
て
い
っ
た
も
の
で

し
た
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大
晦
日
当
日
は
午

後
十
時
頃
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神
社
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集
合
。
男
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は
和

服
ま
た
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背
広
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ネ
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タ
イ
、
女
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は
髪
を
結
っ
て
着

物
姿
で
社
務
所

玄
関
前
の
仮
設
テ

ン
ト
の
授
与
所
に

詰
め
、
元
日
の
夕

方
ま
で
交
代
で
休

憩
を
と
り
な
が
ら

奉
仕
し
ま
し
た
。
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
家

に
帰
る
と
「
新
春
か
く
し
芸
大
会
」
な
ど

楽
し
み
に
し
て
い
た
テ
レ
ビ
番
組
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中

に
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ウ
ト
ウ
ト
、
そ
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ま
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寝
入
っ
て
し

ま
う
始
末
で
し
た
。
数
年
後
に
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授
与
品
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さ
れ
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授
与
奉
仕
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益
々
忙
し
く
な
り
、
当
時
ヒ
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し
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い

た
山
口
百
恵
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ん
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曲
の
替
え
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な
ど
を

皆
で
歌
い
な
が
ら
、
必
死
に
眠
気
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っ

た
こ
と
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で
も
思
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出
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。

　
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
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社
か
ら
は
ご
奉

仕
料
と
し
て
団
へ
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成
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い
た
だ
き
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こ
の
潤
沢
な
運
営
資
金
を
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他
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域
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青
年
団
か
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再
三
再
四
羨
ま
し
が
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。

　
翌
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か
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片
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け
。
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後
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、
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茶
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穏
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な
新

春
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過
ご
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の
で
し
た
。
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杜

　の
す
た
る
じ
ぃ

連 

載

第10回

注
連
縄
奉
納
講
奉
賛
者
芳
名

　
十
一
月
十
三
日
、
当
神
社
の
本
殿
に
、

主
祭
神
大
国
主
大
神
と
共
に
お
祀
り
申
し

上
げ
る
、
天
照
皇
大
神
の
ご
神
徳
を
讃

え
、
末
永
い
国
の
隆
昌
と
平
穏
を
祈
念
す

る
「
神
明
宮
例
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
巫
女
の
舞
う
式
神
楽
の
清
ら
か
な
鈴
の

音
は
、
ご
参
列
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
感
謝

の
真
心
に
重
な
り
合
う
よ
う
に
、
ひ
と
と

き
拝
殿
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

し
ん
め
い
ぐ
う

お
お
く
に
ぬ
し
の
お
お
か
み

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

し
き
か
ぐ
ら

ね

　
髙
瀬
神
社
注
連
縄
奉
納
講
で
は
毎

年
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の

年
一
年
間
、
社
殿
を
飾
る
新
し
い
注
連

縄
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
大
神
様
の
お
そ
ば
近
く
を
お

守
り
す
る
拝
殿
内

の
注
連
縄
を
掛
け

替
え
、
商
売
繁

盛
、
家
内
安
全
、

ま
た
、
ご
奉
賛
い

た
だ
い
た
講
員
各

位
の
「
願
い
事
」

を
祈
念
し
ま
し

た
。

　
こ
の
趣
旨
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
、

注
連
縄
を
ご
奉
納

賜
り
ま
し
た
講
員

の
皆
様
の
お
名
前

は
、
一
年
間
拝
殿

前
に
掲
げ
ら
れ
ま

す
。

昭
和
五
十
五
年

拝殿に掛けられた直径10センチの一文字注連縄



67

越中一宮88vol.

　　　　　　　 LINE

腹帯のお祓いも行いますので、どうぞご持参下さい。

1月　12日・24日
2月　 5日・17日
3月 　1日・13日・25日
4月 　　6日・18日・30日
5月 　12日・24日
6月 　　5日・17日・29日

令
和
8
年

連 載

　医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ

る
大
国
主
大
神
（
大
国
さ
ま
）
の

ご
神
徳
に
ち
な
ん
だ
こ
の
コ
ラ
ム

は
、
毎
回
、
専
門
家
の
方
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様
の
生

活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
令
和
六
年

十
二
月
に
「
は
た
ら
く
細

胞
」
が
実
写
映
画
と
し
て
上

映
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と

は
月
刊
誌
に
連
載
さ
れ
て
い

た
漫
画
で
、
と
あ
る
「
人
」

の
体
内
で
年
中
無
休
で
働
い

て
い
る
数
十
兆
個
も
の
細
胞

を
擬
人
化
し
た
物
語
で
、
新

米
の
赤
血
球
や
白
血
球
な
ど

を
中
心
に
群
集
劇
の
形
で
細

胞
た
ち
の
日
常
を
描
い
て
い

ま
す
。

　
こ
の
作
品
の
中
に
は
赤
血

球
、
自
血
球
／
好
中
球
、
血

小
板
や
、
Ｔ
細
胞
や
B
細

胞
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
な
ど

の
免
疫
細
胞
な
ど
が
登
場
す

る
が
、
細
胞
の
描
写
は
血
液

を
専
門
と
す
る
私
か
ら
見
て

も
非
常
に
正
確
な
の
で
、
興

味
が
あ
れ
ば
皆
さ
ん
も
映
画

や
漫
画
を
読
ん
で
み
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
皆
さ
ん
は
自
分
の

中
の
「
は
た
ら
く
細
胞
」
を

時
々
点
検
し
て
い
ま
す
か
？

自
分
の
中
の
「
は
た
ら
く
細

胞
」
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

い
と
、
感
染
症
に
な
り
や
す

く
な
っ
た
り
、
貧
血
で
疲
れ

や
す
く
な
っ
た
り
、
ぶ
つ
け

た
覚
え
が
な
い
の
に
あ
ざ
が

で
き
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
血
液
の
病
気
が
隠
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

な
か
に
は
自
血
病
な
ど
の
命

に
関
わ
る
よ
う
な
大
病
が
隠

れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
定
期
的
な
点

検
作
業
を
し
て
、
自
分
の
体

の
「
は
た
ら
く
細
胞
」
が
元

気
か
を
確
認
す
る
事
が
大
切

で
す
。
簡
単
な
点
検
作
業
と

し
て
健
康
診
断
で
の
採
血
が

あ
り
ま
す
。

　
健
診
の
採
血
で
白
血
球

数
、
赤
血
球
数
、
へ
モ
グ
ロ

ビ
ン
、
血
小
板
数
を
定
期
的

に
確
認
す
る
だ
け
で
も
血
液

疾
患
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ

る
程
度
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
定
期
的
に
健
診

で
採
血
検
査
を
行
い
、
自
分

の
「
は
た
ら
く
細
胞
」
を
点

検
し
て
、
も
し
異
常
が
あ
れ

ば
早
め
の
医
療
機
関
受
診
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん 

⑲
　
　

「『
は
た
ら
く
細
胞
』を
点
検
し
ま
せ
ん
か
？
」

　
南
砺
市
民
病
院

　
　
　
副
院
長
　
熊
野
　
義
久

南
砺
市
民
病
院
副
院
長

熊
野
　
義
久

福
井
県
鯖
江
市
出
身
、
金
沢
大
学

医
学
部
卒
。

南
砺
市
民
病
院
に
は
平
成
十
五
年

に
一
年
間
と
平
成
二
十
九
年
十
月

か
ら
勤
務
。
血
液
内
科
（
特
に
造

血
器
腫
瘍
）
を
専
門
と
し
て
内
科

外
来
や
訪
問
診
療
に
従
事
さ
れ
て

い
ま
す
。

令和８年 厄年・身祝一覧

※数え年とは、満年齢に誕生日前には２歳、誕生日後には１歳を加えた年齢です。 ※男女ともに祝います。
＊…この年を厄とする地域もあります。

  前　厄 本　厄 後　厄 
 
男
 24歳 平成15年（未） 25歳 平成14年（午） 26歳 平成13年（巳）

  41歳 昭和61年（寅） 42歳 昭和60年（丑） 43歳 昭和59年（子）
  60歳 昭和42年（未） 61歳 昭和41年（午） 62歳 昭和40年（巳）
 
女
 18歳 平成21年（丑） 19歳 平成20年（子） 20歳 平成19年（亥）

  32歳 平成 7年（亥） 33歳 平成 6年（戌） 34歳 平成 5年（酉）
  36歳 平成 3年（未） 37歳 平成 2年（午） 38歳 昭和64年・平成元年（巳）

  年齢 生まれ年
 還暦 61歳 昭和41年（午）
 古希 70歳 昭和32年（酉）
 喜寿 77歳 昭和25年（寅）
 傘寿 80歳 昭和22年（亥）
 米寿 88歳 昭和14年（卯）
 卒寿 90歳 昭和12年（丑）
 白寿 99歳 昭和３年（辰）

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

〈厄年〉数え年 〈身祝〉数え年社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

　当
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
祭
典

の
由
緒
や
行
事
の
沿
革
な
ど
、
過
去
の
記

事
も
ご
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。  

https://w
w
w
.takase.or.jp

安産祈願 戌の日カレンダー
ご
奉
納
御
礼

ご
奉
納
御
礼

　
ご
奉
納
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

【
初
穂
米
・
表
参
道
提
灯
五
灯
】

　   

楽
農
志
Ｆａ
ｒ
ｍ
岩
倉 

殿

【
初
穂
米
】

　
　
　
　
　
小
石
　
達
人 

殿

　
　
　
　
　
大
塚
　
昌
一 

殿

【
神
饌
米
】

　
　
井
波
地
域
農
業
者
会 

殿

　
　
フ
ァ
ー
ム
八
乙
女
　
　
　

　
　  

代
表 

澤
田
　
秀
継 

殿

　
　
　
　
　
岩
倉
　
和
弘 

殿

【
里
　
芋
】

　
　
　
　
　
河
原
　
祥
滋 

殿

【
屋
内
絵
馬
掛
け
台
】

　
　
藤
井
　
了
奨
・
志
帆 

殿

「
令
和
八
年
干
支
絵
馬
」ー
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
人
間
万
事

塞
翁
が
馬
」。

人
生
七
転
び

八
起
き
、
頑

張
り
ま
す
！

編
集
後
記

表
紙
絵

　
小
矢
部
市
に
本
拠
を
置

く
㈱
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
は
昨

年
創
立
七
十
五
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
。ス
ポ
ー
ツ
分
野
は

も
と
よ
り
宇
宙
空
間
に
お
い

て
、飛
行
士
の
健
康
や
船
内

環
境
を
維
持
す
る
為
の
特

殊
な
衣
料
を
開
発
す
る
な

ど
、そ
の
貢
献
は
多
岐
に
わ

た
る
。領
域
は
違
え
ど
私
達

神
道
人
も
、手
渡
さ
れ
た
伝

統
を
守
り
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
為
の
、新
し
い
手
だ
て

に
敏
感
で
い
た
い
。      （
智
）

節分祭 節分祭 節分祭 節分祭 

ー豆まき神事のご案内ーー豆まき神事のご案内ー
　古く節分は、「季節の変わり目」を表す言葉
であり、立春が一年の始まりとする考えに基
づき、この節目を特に「節分」と呼ぶようにな
りました。そして、季節の変わり目には災厄が
生じるとの古い信仰から、現在も各地で豆ま
きなどの「追儺神事」が行われています。
　越中一宮髙瀬神社の豆まき神事に、どうぞ
ご参加下さい。
と　き　令和８年２月３日（火） 午後３時
ところ　髙瀬神社 拝殿

つい な

せつぶん

　
― 

大
神
様
に
豊
作
を
感
謝 

― 

抜
穂
祭
斎
行

献穀田だより

神
宮
初
穂
曳
に
参
加

　
九
月
十
五
日
、
髙
瀬
神
社
献
穀
田

に
お
い
て
「
抜
穂
祭
」
を
斎
行
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
五
名
の
早
乙
女
（
刈
乙
女
）

の
皆
さ
ん
に
よ
り
「
抜
穂
の
儀
」
が

行
わ
れ
、
見
事
に
稔
っ
た
稲
穂
を
、

ひ
と
株
ひ
と
株
丁
寧
に
刈
り
取
り
ま

し
た
。

　
こ
の
日
、

収
穫
さ
れ
た

稲
は
、
当
神

社
の
新
嘗
祭
、

ま
た「
懸
税
」

と
し
て
伊
勢

の
神
宮
の
神

嘗
祭
に
供
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
十
月
十
六
日
、

伊
勢
の
神
宮
で
行

わ
れ
た
「
初
穂
曳
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

稲
穂
を
積
ん
だ
一
番

車
、
俵
を
積
ん
だ
二

番
車
の
各
奉
曳
車

は
、
約
千
六
百
人
の

参
加
者
の
手
に
よ

り
、
お
よ
そ
一
キ
ロ

の
距
離
を
神
宮
の

ご
神
域
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
「
お
木
曳
行
事
」

「
お
白
石
持
行
事
」
の
伝
統
継
承
を
目
的

と
し
て
始
め
ら
れ
た
こ
の
行
事
に
今
回

参
加
さ
れ
た
の
は
、
本
年
度
の
献
穀
田

奉
耕
を
ご
担
当
い
た
だ
い
た
澤
田
秀
継

氏
を
は
じ
め
、
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム

八
乙
女
の
皆
さ
ん
。

　
次
回
、
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮

は
、
令
和
十
五
年
の
秋
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

ぬ
い  

ぼ  

さ
い

か 

り 

め

き  

ひ
き

し
ら
い
し
も
ち は

つ 

ほ  

び
き

ほ
う
え
い
し
ゃ

か
け
ち
か
らか

ん

な
め
さ
い

地元の皆さんの木遣に元気をもらいながらの奉曳ファーム八乙女の皆さん（外宮にて）

　わたしはご本殿前
の感謝うさぎです。
ずっとひとりだった
わたしに仲間が出来
ました。

感謝うさぎからの

神恩感謝うさぎ
 　鹿熊 秀夫 殿
　ご奉納ありがとう
ございました。

お知らせ

新しい仲間のうさぎさん
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腹帯のお祓いも行いますので、どうぞご持参下さい。

1月　12日・24日
2月　 5日・17日
3月 　1日・13日・25日
4月 　　6日・18日・30日
5月 　12日・24日
6月 　　5日・17日・29日

令
和
8
年

連 載

　医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ

る
大
国
主
大
神
（
大
国
さ
ま
）
の

ご
神
徳
に
ち
な
ん
だ
こ
の
コ
ラ
ム

は
、
毎
回
、
専
門
家
の
方
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様
の
生

活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
令
和
六
年

十
二
月
に
「
は
た
ら
く
細

胞
」
が
実
写
映
画
と
し
て
上

映
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と

は
月
刊
誌
に
連
載
さ
れ
て
い

た
漫
画
で
、
と
あ
る
「
人
」

の
体
内
で
年
中
無
休
で
働
い

て
い
る
数
十
兆
個
も
の
細
胞

を
擬
人
化
し
た
物
語
で
、
新

米
の
赤
血
球
や
白
血
球
な
ど

を
中
心
に
群
集
劇
の
形
で
細

胞
た
ち
の
日
常
を
描
い
て
い

ま
す
。

　
こ
の
作
品
の
中
に
は
赤
血

球
、
自
血
球
／
好
中
球
、
血

小
板
や
、
Ｔ
細
胞
や
B
細

胞
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
な
ど

の
免
疫
細
胞
な
ど
が
登
場
す

る
が
、
細
胞
の
描
写
は
血
液

を
専
門
と
す
る
私
か
ら
見
て

も
非
常
に
正
確
な
の
で
、
興

味
が
あ
れ
ば
皆
さ
ん
も
映
画

や
漫
画
を
読
ん
で
み
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
皆
さ
ん
は
自
分
の

中
の
「
は
た
ら
く
細
胞
」
を

時
々
点
検
し
て
い
ま
す
か
？

自
分
の
中
の
「
は
た
ら
く
細

胞
」
が
し
っ
か
り
機
能
し
な

い
と
、
感
染
症
に
な
り
や
す

く
な
っ
た
り
、
貧
血
で
疲
れ

や
す
く
な
っ
た
り
、
ぶ
つ
け

た
覚
え
が
な
い
の
に
あ
ざ
が

で
き
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
血
液
の
病
気
が
隠
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

な
か
に
は
自
血
病
な
ど
の
命

に
関
わ
る
よ
う
な
大
病
が
隠

れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
定
期
的
な
点

検
作
業
を
し
て
、
自
分
の
体

の
「
は
た
ら
く
細
胞
」
が
元

気
か
を
確
認
す
る
事
が
大
切

で
す
。
簡
単
な
点
検
作
業
と

し
て
健
康
診
断
で
の
採
血
が

あ
り
ま
す
。

　
健
診
の
採
血
で
白
血
球

数
、
赤
血
球
数
、
へ
モ
グ
ロ

ビ
ン
、
血
小
板
数
を
定
期
的

に
確
認
す
る
だ
け
で
も
血
液

疾
患
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ

る
程
度
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
定
期
的
に
健
診

で
採
血
検
査
を
行
い
、
自
分

の
「
は
た
ら
く
細
胞
」
を
点

検
し
て
、
も
し
異
常
が
あ
れ

ば
早
め
の
医
療
機
関
受
診
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん 

⑲
　
　

「『
は
た
ら
く
細
胞
』を
点
検
し
ま
せ
ん
か
？
」

　
南
砺
市
民
病
院

　
　
　
副
院
長
　
熊
野
　
義
久

南
砺
市
民
病
院
副
院
長

熊
野
　
義
久

福
井
県
鯖
江
市
出
身
、
金
沢
大
学

医
学
部
卒
。

南
砺
市
民
病
院
に
は
平
成
十
五
年

に
一
年
間
と
平
成
二
十
九
年
十
月

か
ら
勤
務
。
血
液
内
科
（
特
に
造

血
器
腫
瘍
）
を
専
門
と
し
て
内
科

外
来
や
訪
問
診
療
に
従
事
さ
れ
て

い
ま
す
。

令和８年 厄年・身祝一覧

※数え年とは、満年齢に誕生日前には２歳、誕生日後には１歳を加えた年齢です。 ※男女ともに祝います。
＊…この年を厄とする地域もあります。

  前　厄 本　厄 後　厄 
 
男
 24歳 平成15年（未） 25歳 平成14年（午） 26歳 平成13年（巳）

  41歳 昭和61年（寅） 42歳 昭和60年（丑） 43歳 昭和59年（子）
  60歳 昭和42年（未） 61歳 昭和41年（午） 62歳 昭和40年（巳）
 
女
 18歳 平成21年（丑） 19歳 平成20年（子） 20歳 平成19年（亥）

  32歳 平成 7年（亥） 33歳 平成 6年（戌） 34歳 平成 5年（酉）
  36歳 平成 3年（未） 37歳 平成 2年（午） 38歳 昭和64年・平成元年（巳）

  年齢 生まれ年
 還暦 61歳 昭和41年（午）
 古希 70歳 昭和32年（酉）
 喜寿 77歳 昭和25年（寅）
 傘寿 80歳 昭和22年（亥）
 米寿 88歳 昭和14年（卯）
 卒寿 90歳 昭和12年（丑）
 白寿 99歳 昭和３年（辰）

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

〈厄年〉数え年 〈身祝〉数え年社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

　当
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
祭
典

の
由
緒
や
行
事
の
沿
革
な
ど
、
過
去
の
記

事
も
ご
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。  

https://w
w
w
.takase.or.jp

安産祈願 戌の日カレンダー
ご
奉
納
御
礼

ご
奉
納
御
礼

　
ご
奉
納
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

【
初
穂
米
・
表
参
道
提
灯
五
灯
】

　   

楽
農
志
Ｆａ
ｒ
ｍ
岩
倉 

殿

【
初
穂
米
】

　
　
　
　
　
小
石
　
達
人 

殿

　
　
　
　
　
大
塚
　
昌
一 

殿

【
神
饌
米
】

　
　
井
波
地
域
農
業
者
会 

殿

　
　
フ
ァ
ー
ム
八
乙
女
　
　
　

　
　  

代
表 

澤
田
　
秀
継 

殿

　
　
　
　
　
岩
倉
　
和
弘 

殿

【
里
　
芋
】

　
　
　
　
　
河
原
　
祥
滋 

殿

【
屋
内
絵
馬
掛
け
台
】

　
　
藤
井
　
了
奨
・
志
帆 

殿

「
令
和
八
年
干
支
絵
馬
」ー
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
人
間
万
事

塞
翁
が
馬
」。

人
生
七
転
び

八
起
き
、
頑

張
り
ま
す
！

編
集
後
記

表
紙
絵

　
小
矢
部
市
に
本
拠
を
置

く
㈱
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
は
昨

年
創
立
七
十
五
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
。ス
ポ
ー
ツ
分
野
は

も
と
よ
り
宇
宙
空
間
に
お
い

て
、飛
行
士
の
健
康
や
船
内

環
境
を
維
持
す
る
為
の
特

殊
な
衣
料
を
開
発
す
る
な

ど
、そ
の
貢
献
は
多
岐
に
わ

た
る
。領
域
は
違
え
ど
私
達

神
道
人
も
、手
渡
さ
れ
た
伝

統
を
守
り
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
為
の
、新
し
い
手
だ
て

に
敏
感
で
い
た
い
。      （
智
）

節分祭 節分祭 節分祭 節分祭 

ー豆まき神事のご案内ーー豆まき神事のご案内ー
　古く節分は、「季節の変わり目」を表す言葉
であり、立春が一年の始まりとする考えに基
づき、この節目を特に「節分」と呼ぶようにな
りました。そして、季節の変わり目には災厄が
生じるとの古い信仰から、現在も各地で豆ま
きなどの「追儺神事」が行われています。
　越中一宮髙瀬神社の豆まき神事に、どうぞ
ご参加下さい。
と　き　令和８年２月３日（火） 午後３時
ところ　髙瀬神社 拝殿

つい な

せつぶん

　
― 

大
神
様
に
豊
作
を
感
謝 

― 

抜
穂
祭
斎
行

献穀田だより

神
宮
初
穂
曳
に
参
加

　
九
月
十
五
日
、
髙
瀬
神
社
献
穀
田

に
お
い
て
「
抜
穂
祭
」
を
斎
行
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
五
名
の
早
乙
女
（
刈
乙
女
）

の
皆
さ
ん
に
よ
り
「
抜
穂
の
儀
」
が

行
わ
れ
、
見
事
に
稔
っ
た
稲
穂
を
、

ひ
と
株
ひ
と
株
丁
寧
に
刈
り
取
り
ま

し
た
。

　
こ
の
日
、

収
穫
さ
れ
た

稲
は
、
当
神

社
の
新
嘗
祭
、

ま
た「
懸
税
」

と
し
て
伊
勢

の
神
宮
の
神

嘗
祭
に
供
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
十
月
十
六
日
、

伊
勢
の
神
宮
で
行

わ
れ
た
「
初
穂
曳
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

稲
穂
を
積
ん
だ
一
番

車
、
俵
を
積
ん
だ
二

番
車
の
各
奉
曳
車

は
、
約
千
六
百
人
の

参
加
者
の
手
に
よ

り
、
お
よ
そ
一
キ
ロ

の
距
離
を
神
宮
の

ご
神
域
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
「
お
木
曳
行
事
」

「
お
白
石
持
行
事
」
の
伝
統
継
承
を
目
的

と
し
て
始
め
ら
れ
た
こ
の
行
事
に
今
回

参
加
さ
れ
た
の
は
、
本
年
度
の
献
穀
田

奉
耕
を
ご
担
当
い
た
だ
い
た
澤
田
秀
継

氏
を
は
じ
め
、
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム

八
乙
女
の
皆
さ
ん
。

　
次
回
、
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮

は
、
令
和
十
五
年
の
秋
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

ぬ
い  

ぼ  

さ
い

か 

り 

め

き  

ひ
き

し
ら
い
し
も
ち は

つ 

ほ  

び
き

ほ
う
え
い
し
ゃ

か
け
ち
か
らか

ん

な
め
さ
い

地元の皆さんの木遣に元気をもらいながらの奉曳ファーム八乙女の皆さん（外宮にて）

　わたしはご本殿前
の感謝うさぎです。
ずっとひとりだった
わたしに仲間が出来
ました。

感謝うさぎからの

神恩感謝うさぎ
 　鹿熊 秀夫 殿
　ご奉納ありがとう
ございました。

お知らせ

新しい仲間のうさぎさん



〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日
　
令
和
八
年
一
月
一
日
　
　
発
行
所
　
越
中
一
宮
　髙
瀬
神
社
社
務
所

印
刷
所
　
牧
印
刷
株
式
会
社

えん結び

結婚式

七五三詣

年 祝 安産祈願

合格祈願 初節句

厄 祓 初宮詣

人  生  儀  礼

感
謝
と
祈
り

私
た
ち
の
結
婚
は
︑
感
謝
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
︒

今
日
の
決
意
を
忘
れ
ず
︑
ふ
た
り
で
歩
ん
で
い
き
ま
す
︒

ど
う
か
神
様
︑
こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
︒

ず
っ
と
祈
り
︑
祈
ら
れ
て
き
た
︒

無
事
に
生
ま
れ
ま
す
よ
う
に
︒

健
康
に
育
ち
ま
す
よ
う
に
︒

人
生
を
切
り
開
け
ま
す
よ
う
に
︒

良
い
ご
縁
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
︒

大
切
に
育
て
て
く
れ
た
家
族
︑

苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
友
︑

人
生
を
彩
る
た
く
さ
ん
の
ご
縁
︑

当
た
り
前
に
過
ご
し
た
日
常
は

か
け
が
え
の
な
い
日
々
で
し
た
︒

招福萬来…たくさんの福が次々と訪れること
しょうふくばんらい

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／

　
　
　
　
　一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
三
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）
　

　 　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／

　
　
　
　
　一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
三
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）
　

　 一
月
・
二
月
の
祭
事

午
年
は
躍
進
と
繁
栄
の
年 ―

。

　古
来
、
馬
は
人
の
暮
ら
し
を
力
強
く
守
り
、

　支
え
て
き
ま
し
た
。

　福
の
神 

大
国
さ
ま
を
お
参
り
し
て
、
家
内
安
全
、

　事
業
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

午
年
は
躍
進
と
繁
栄
の
年 ―

。

　古
来
、
馬
は
人
の
暮
ら
し
を
力
強
く
守
り
、

　支
え
て
き
ま
し
た
。

　福
の
神 

大
国
さ
ま
を
お
参
り
し
て
、
家
内
安
全
、

　事
業
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
八
年
、
招
福
萬
来
。
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